
［長崎県波佐見町］ 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末をはじめとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

学習指導要領及び中央教育審議会答申「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供

たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」が示されています。 

また、波佐見町では、ＩＣＴ機器等をはじめとする必要かつ有効な教育環境の整備を行うことで、

子どもたちが、将来、未知の問題に遭遇しても、主体的に問題と向き合い、多様な他者と協働して、

新たな価値を創造し、解決していく「未来を拓く力」を身につけることを目指します。 

 

２．ＧＩＧＡ第１期の総括 

波佐見町では、令和２年度に児童生徒用タブレット 1,375 台、普通教室用無線アクセスポイント

103 台を整備しました。また、令和４年度には校舎内における通信回線を見直して通信速度を改善し

ました。また、令和４年度から小中学校へ情報端末電子教材を導入し、インターネット環境がない家

庭に対してはモバイルルーター200 台を確保して貸与するなど、学校・家庭でのＧＩＧＡスクール構

想推進体制の整備を進めてきました。 

このように、ＩＣＴ教育環境の整備を進めてきたものの、一方で教職員の端末操作及びＩＣＴ機器

等活用の習熟度には個人差があり、その個人差が、児童生徒の学習に対する意欲や興味・ 関心の醸

成に大きく影響を及ぼすものと考えられます。 

そのため、情報モラルやＩＣＴ機器の活用に関する教職員研修をこれまで以上に充実させ、教職員

の個人差により授業での活用差が発生しないよう、教職員のＩＣＴ活用指導力等の向上を目指す必要

があります。 

３．１人１台端末の活用方策 

児童生徒が未知の問題に対しても積極的に解決できる「未来を拓く力」を育む取組として、ＩＣＴ

機器等をはじめとする教育環境整備を推進します。 

１人１台端末の日常的な利活用を図るため、情報端末電子教材を実践的に活用し、児童生徒が自分

のペースで学習を進められる個別最適な学びを実現します。一人ひとりが考えやアイディアを表現で

きる力の醸成と、児童生徒が主体的に学び合い、クラス全体で練り上げる授業体制を実現します。 

また、ＡＩドリルを学校・家庭での学習に引き続き取り入れ、児童生徒が自身の特性や理解度・進

度に合わせて課題に取り組むことができるよう活用促進を図ります。 

 

以上の取組を実施するため、端末の整備及び更新を確実に実施することで、１人１台端末環境を引

き続き維持していきます。 


